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423.高齢者における体カの磁築様遜分析
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務鈎が示した基本的な体力姿素は 行動を起こす能力
〈筋力，筋パワー)，行動を持絞する能力(筋持久力，
全身持久力λ行動を綴撃する能力(巧敏性，柔軟性，
敏捷性〉から集約的に捉えられている胃高齢者におい
ては，これらの体力婆n玄関の和友相関が潟くなる傾向
にある.路線者における体力，身体機能の維持増進を
推進するためには.体力の下位領域を検diEし，綴域IHJ
の鈎築構迭をi何らかにすることが必要不可欠であると
考えられる.本研究は， f高齢における体力下泣鋲域の
i器楽譜造モデルを検証することを目的とした.被験容
は茨城県H'i折衷:伎の65議以上の努女.fll15tf名であった.
測定境問は新体力テスト (6:5綾日791議)の擦カ， .1，:.体
起こし，長感体締結，関Ii共片足立ち， 10m!環:審物歩行，
6分間歩行の6演目，および量態:式総j筋力，警d涯とが，
rLち総とぴ，反復携とび，クイックラシ，インアウト
ステッブ，反復j翠審物またぎの計13項目であった‘手
続きはt 1)検WtfJgrtJ'子分析{努女!渇での鱗別分析)
による体力領域のiRlJ1Eモデルおよび関子不変性の検討.
2) 二次I~子分析による体力領域の構造モデルの検討.
3)多重指襟モデルによる体力下役鎮成!喝の潟来構造
モデルの検討であった.テストの依頼性は持テストj去
を用いた.モデルの検討には，構造方段式モデリング
(SEM) を用いた i替夜変数から鋭iJ{lj変数へのパス係
数は民子負術援に相当するので，妥当性係数とした.
パス係数等のパラメータの推定には去を尤j去をm"、た.
モデルの適合授は， GFI. AGFIなどの複数の指標か
ら検討した.各墳時における慌頼性係数は，いずれも
0.89以上と高い{壌を示した.検絞的担当子分析の結巣，
高齢者の体力下{立競域{ま，運動を・発現する能力，運動
を淑整する能力，運動を持続する能力の 3領域から権
成されていることが検証された.下位領域から測定項
目にわたるパス係数は， 0.32から 0.91 と，しづ.rl1 も ~p
等授から高いf療を示した.モデル漉fff支は， GFI=O.95. 
AGFI=O.91と潟い僚を示し，測定項目の妥当性.が線
認された. また，モデルfλHこ存在するパスは男女間で
…致せず，関子不変(測定不変)は成立しなかった........

次照子分析の結栄，体力と下役領域との!渇のパス係数
は.0.52以上の中程度から高い{患が得られた. また.
モデルの適合度は.GFI=0.95， AGFI=O望89とおい
懐を示し.勢女ともに体力の二:次j羽子構造が検5まされ
た.多議指標モデルにおけるモデル適合!支はGFIご0.95，
AGFt:;:，O.89. といずれも良好な伎を示し， J翠動を発現
する能力が運動を潟殺する能力および遼.動を;持続する
能力に大きな影響を与えていることが検読された.
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